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渡　部　雄　介仙台市民オンブズマン事務局長
弁　護　士

　仙台市議会において平成２３年９月から平
成２４年３月に支出された政務調査費の返還
を求める住民訴訟の控訴審判決（仙台高判平
成３０年２月８日）が確定しました。
　今回の住民訴訟の第一審判決（仙台地判平
成２９年１月３１日）では約６２０万円の返
還が命じられました（仙台市民オンブズマン
側の請求額は約１８００万円）。仙台市民オ
ンブズマンや仙台市は控訴しなかったもの
の、補助参加人である仙台市議会会派・議員
の一部が控訴したため、約１年間控訴審で審
理が進められてきました。
　そして、今年２月８日に出されました控
訴審判決では、第一審判決で認められた返
還額約６２０万円を約１５０万円上回る約
７７０万円の返還額が認められました。仙台
市議会会派・議員が第一審判決に対して控訴
したにもかかわらず、逆に控訴審判決では第
一審判決よりも返還額が増える結果となりま

した（下記「請求・認容額一覧表」もご参照
下さい。）。
　控訴審判決においてこのような結果となっ
た最大の理由は、「政務調査活動」と「議員
の政治活動、後援会活動などの政務調査活動
とは異なる活動」とが混在する費用支出につ
いては、両者の活動の按分割合を合理的かつ
明確に定めることができないときには、政務
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調査費を支払うことができるのは２分の１に
とどめるべきであると判断されたことにあり
ます。
　控訴審判決が判断したことは、仙台市の政
務調査費条例、要綱、手引で明確に定められ
ていることですので、控訴審判決は条例、要
綱、手引に従って妥当な判断が示されたと積
極的に評価できるものです。
　ただし、そもそも控訴審判決がこのように
判断したことは条例、要綱、手引に明確に定
められていることですから、市議会会派・議

員が規定通りに政務調査費制度を運用してい
れば問題にならないはずのことです。 
　今回の控訴審判決を受けて、仙台市議会会
派・議員には、仙台市の政務調査費条例、要
綱、手引に今一度立ち返り、政務調査費・政
務活動費の自らの支出を全てチェックし、条
例、要綱、手引に抵触する支出があれば自ら
進んで返還することを求めたいと思います。
　仙台市民オンブズマンのホームページで
は、控訴審判決の全文も紹介しております。
こちらも是非ご覧ください。

齋　藤　拓　生仙台市民オンブズマン
弁　護　士

１　仙台市地下鉄東西線第２次差止訴訟の提
起

　仙台市民オンブズマンは、開業後の実績に
より、最高裁で確定した仙台地裁判決が完全
な誤りであったことは明白となったことを踏
まえ、いわば「再審」として、平成３０年３
月２７日、第２次差し止め請求訴訟を提起し
ました。

２　何が問題か？　
　仙台市営地下鉄東西線は、平成２７年１２
月６日、開業しました。仙台市は、平成１４
年に国交省に事業認可申請した際、開業年度
の１日当たりの利用者数を１１万９０００人
と予測していました。ところが、開業１年目
の実績は１日平均 6 万２２６３人、開業２年
目の実績は１日平均５万５４００人となって
おり、需要予測が大幅にはずれました。
東西線は一部の市民に一定の便益をもたらし
ているとはいえ、これでは経営破綻は必至で
あり、最終的には、仙台市民に重大な損失を
及ぼすおそれがあります。
　仙台市民は、そのような事態となることは
誰も望んではいません。問題は、何故このよ
うな事態となってしまったのか、このような
事態を避けることはできなかったのか、にあ
ります。

3　仙台市は何故需要予測を誤ったのか？
　仙台市は、平成２４年８月２２日、東西線
の需要予測を、１人平均１１万８７０２人か
ら、１日平均７万９６６４人に、大幅下方修
正しています。しかし、開業後の実績は、せ
いぜい５万５０００人程度であり、大幅下方
修正した数値すら達成できていません。
　何故、仙台市は需要予測を誤ったのでしょ
うか。答えは明らかです。仙台市は、平成
１４年の許可申請の際、平成４年に実施した
第３回パーソントリップ調査に基づいて需要
予測を行っていますが、本来は、平成１４年
から実施されていた第４回パーソントリップ
調査の結果に基づいて需要予測を行うべきで
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した。第４回パーソントリップ調査の結果に
基づいて需要予測を行っていれば、１日６万
人程度しか乗車しないことは予測可能でした。

4　東西線問題の今後
　本来は、議会で、もっと議論が尽くされる
べきでした。地下鉄東西線の必要性、事業収
支、仙台市の財政に及ぼす影響等々について、
議会では、まったくといっていいほど議論は
行われませんでした。当初の需要予測が誤り

であったことが明らかとなった開業後におい
ても、議会は、東西線の問題について、何ら
議論を行っていません。そのような議員を選
んだ市民にも責任の一端があることは否定で
きません。
　第２次差止請求訴訟では、需要予想誤りの
原因を解明し、地方自治体の公共交通政策の
在り方そのものに根本的メスを入れ、公金の
無駄使いを正していきます。

渡　部　雄　介仙台市民オンブズマン事務局長
弁　護　士

　仙台市民オンブズマン（以下、「オンブズ
マン」と言います。）は、平成３０年３月２日、
斎藤範夫仙台市議会議員（以下、「斎藤議員」
と言います。）が平成２４年４月分から平成
２５年３月分までの事務所家賃として受領し
た合計金５０万４０００円の政務調査費につ
いて、必要な措置を講ずるよう勧告すること
を求める監査請求を行いました（概略は下記
のとおり）。
　しかし、平成３０年４月２６日、監査委員
は、オンブズマンの監査請求を棄却しました。
監査委員の調査では、平成２４年当時斎藤議
員の事務所の所有者は斎藤議員の義父であっ
たこと、賃貸人である会社は本件事務所を斎
藤議員の義父から賃借して斎藤議員に転借し
ていたこと、会社から義父に対して賃借料が
支払われていたことなどが明らかとなりまし
た。
　オンブズマンは、議員が取締役を務めてい
る会社に政務調査費を支出すること、議員が
支出した政務調査費が結果的に親族に対して
流れていることを問題視して本件住民監査請
求に提起しました。そして、事務所賃料に関
する政務調査費の支出について「自己所有建
物及び自宅を事務所として使用する場合の賃
借料（家賃）は支出の対象となりません」と
のみ定めている政務調査費の取扱手引書の内

容は不十分であり、自らが経営する会社や親
族に対して事務所賃料として政務調査費を支
出することを制限する手引改正が必要なので



－ 5 －－ 4 －

はないかと問題提起しました。しかしながら、
監査結果は、オンブズマンが指摘した問題点
について十分に回答するものではありません
でした。
　オンブズマンは、監査請求で明らかになっ
た事情を踏まえ、オンブズマンが提起した問
題点を議員や市民の皆さんに訴えていきたい
と思います。

記
　斎藤議員が、平成２４年分の政務調査費
の支出に関し、事務所賃料として、総額

５０万４０００円（月額賃料８万４０００円
の２分の１に相当する月額４万２０００円、
１２ヶ月分）の交付を受けたところ、かかる
支出については、賃貸人となっている会社は
斎藤議員本人及び斎藤議員の親族が経営して
いる会社であり、政務調査費の支出の必要性
がないか、もしくは『自己所有建物及び自宅
を事務所として使用する場合の賃借料（家賃）
は支出の対象となりません』とする政務調査
費の取扱手引書に実質的に違反するとして、
違法不当な支出の強い疑いがある。

石　上　雄　介仙台市民オンブズマン事務局次長
弁　護　士

１　仙台市議会議員の平成２３年４月から８
月までの政務調査費の支出について提起した
住民訴訟については、昨年１１月２日にオン
ブズマンの請求額の約８５．７％を認容する
１審勝訴判決が出されたところですが、その
後仙台市が控訴し、現在仙台高等裁判所第３
民事部において審理が進められています。

２　控訴審でのメインの論争点になっている
のは、広報誌の作成・配布費用について政務
調査費を支出する場合、政務調査費の支出割
合を５０％に按分すべきか、それとも費用全
額の支出が許されるのかどうか、という点で

す。高裁は、広報誌について、政務調査費制
度導入以前と以後で内容、配布先等にどのよ
うな変化があったのか、政務調査費を支出し
て作成・配布する広報誌以外にビラ等の作成
をしているのかどうか等に問題意識をもって
いるようです。オンブズマン側は、政務調査
費を支出して作成・配布する広報誌について
は、政治活動、後援会活動、議員の知名度を
向上させる活動等政務調査活動以外の活動を
兼ねていると睨んでいますので、少なくとも
政務調査費の支出割合を５０％とすべきであ
ると主張しています。広報誌の作成・配布費
用に関する政務調査費の支出のあり方につい
ては、他の県議会、市議会においても問題と
なっているところですので、仙台高等裁判所
の判断に注目していただければと思います。

宇　部　雄　介仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　政務調査費をめぐる様々な不正について、
各地で問題となっています。仙台でも、判決
が続いていますが、上訴審で係属中のものも
あります。適正な支出のための市民によるチ

ェックが、ますます期待されるところです。
仙台市民オンブズマンは、平成２４年度に仙
台市議会の各会派等に対して支出された政務
調査費のうち、合計５８３８万６２５１円に
ついて、違法な支出であるとして市に対して
返還を求めています。
　これまでの訴訟と同様、本訴訟においても、
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石　上　雄　介仙台市民オンブズマン事務局次長
弁　護　士

　宮城県議会会派の自由民主党・県民会議は、
平成２５年３月から平成２８年２月までの間
にノートパソコン及び附属機器計１８台、デ
スクトップパソコン及び附属機器等計３６
台、ipad 計１６台を総額１７９２万１５０６
円で購入し、この購入金額について政務活動
費を充てていた件について、政務活動費の全
額返還を請求した住民訴訟は、現在仙台地方
裁判所第２民事部において審理が進められて
います。
　これまでのオンブズマン側と自由民主党・
県民会議側のやり取りから、自由民主党・県

民会議の会派、議員のパソコン等の設置状
況、利用状況が明らかにされたところです。
自由民主党・県民会議側は、①質問原稿等の
文書作成、②議会報告書等の作成、③調査等
の記録及び報告書の作成、④調査等の写真の
整理、⑤議会報告会用の資料作成、⑥インタ
ーネットによる情報収集、⑦メールの送受信
等の様々な用途にパソコン等を活用している
と主張していますが、これらの主張の裏付け
は提出されていません。
　裏付けなく議員側の主張を認めることはで
きませんので、今後は議員側に裏付けを迫っ
ていくとともに、政務調査活動に本当に必要
な経費にのみ政務活動費を充てるというルー
ルを明確にしていきたいと思います。

経費はきちんと按分すべきであり、全額を政
務調査費から支出することは許されないとの
立場から、これまでの判決で示された基準に
基づいて判断されるべきとの主張をしていま
す。
　この間、会派による個別の支出について、

議論が進み、大詰めとなっています。
　一方、本年４月、担当裁判官の異動による
交代がありました。次回期日は、２０１８（平
成３０）年６月２０日（水）１３：３０から
です。
　ご支援よろしくお願いいたします。

千　葉　展　浩仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　仙台市民オンブズマンは、平成２７年１２
月２日、宮城県議会議長に対して「安部孝県
議の政務調査（活動）費に関する一切の文書

（平成２２、２３、２５、２６年度分）」につ
いて開示請求をしたところ、政務活動費を受
け取った者の氏名・住所等が非開示とされた
ことから、これらの開示を求めています。
　当方は、宮城県議会の保有する情報の公開
に関する条例を宮城県情報公開条例と同様に
解して政務活動費を受け取った者の氏名・住
所等を公開すべき旨を主張していますが、宮
城県はそのように解すべきではないと反論

し、非開示の姿勢を貫いています。
　昨今、全国各地で政務活動費の不正事例が
発覚しており、領収書等の文書を偽造変造し
て政務活動費を騙し取る悪質な事例が横行し
ています。このような不正を抑止するために
は、政務活動費を受け取った者の氏名等が開
示される必要性が極めて高いことは明らかで
す。
　既に双方の主張・立証は尽くされ、平成
３０年６月２６日に仙台地方裁判所にて判決
が下されることになっています。本訴訟の結
果につきましては、ホームページにおいてご
報告いたしますので、ご高覧のほどをお願い
いたします。
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宮　腰　英　洋仙台市民オンブズマン事務局次長
弁　護　士

　宮城県議会所属の議員４名による平成２６
年ニュージーランド海外視察に係る視察費
用相当額合計３６０万円（議員１名あたり
９０万円）の返還を求める住民訴訟について、
本年４月１３日付けで、最高裁判所において
当オンブズマンからの上告を受理しない決定
がなされ、本訴訟は終結となりました。
　 結 論 と し て、 仙 台 高 等 裁 判 所 の 平 成
２９年１０月２６日判決、すなわち、各
４万３９７３円（４名の合計１７万５８９２
円）を宮城県に返還せよとの判断が確定しま
した。
　本訴訟を通じて、議員らが、他の国内外の
視察先を十分に検討しないままニュージーラ

ンド視察を決行したこと、外形的には観光名
所を見て回っただけと評価されうること、ワ
イン農園でワインを飲んでいたこと等、様々
な実態が明らかになりました（私もいささか
ニュージーランドの名所や観光、名産品につ
いて詳しくなりました）。
　海外視察は特に多額の公金によって実施さ
れます。物見遊山をするだけの海外視察は許
されないことを、本裁判を通じても明らかに
できたのではないかと思います。
　是非、みなさまご自身でも、今回の視察に
ついて評価をいただければと思います。訴訟
の一連の経過については、ホームページの
２０１８年４月１６日付け記事にまとめてあ
りますので、そちらもご参照ください。
　最後になりましたが、多くのみなさまから
ご支援をいただき、ありがとうございました。

畠　山　裕　太仙台市民オンブズマン副代表
弁　護　士

　ベトナム海外視察訴訟（議会派遣によるベ
トナム海外視察に菊地恵一議員が政務調査費
を使って同行したことの違法性を問うた事
件）について平成３０年５月２４日付で上告
不受理決定があり、事件終了となりました。
　本件では、結論としては地裁・高裁とも本
件同行視察に関する政務活動費支出を適法と

判断しましたが、仙台高裁は、「議会派遣に
よる海外視察に同行した視察への政務活動費
の支出であるということは、政務活動費支出
の目的や具体的内容に照らし、その必要性な
いし合理性が認められるか否かを判断する事
情の一つとして考慮する」との判断を示しま
した。
　高裁の当該指摘は、同行視察への一応の歯
止めになるのではないかと考えています。

原　田　　　憲仙台市民オンブズマン代表
弁　護　士

　今年のオンブズマン全国大会は、９月１日
（土）２（日）に新潟・ユニプラザで開催さ

れます。
　主要テーマとして、「公共交通機関のあり
かた」が取り上げられます。需要予測の問題
等とても興味深いテーマと思われます。仙台
でも地下鉄東西線の問題に取り組んでおりま
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前　田　大　輔北海道・東北市民オンブズマンネットワーク事務局長
弁　護　士

　１日目（６月１６日）は、弘前市民会館大
会議室にて、「行政機関の情報は誰のもの？
～行政による情報公開は進んでいるのか…」
と題するシンポジウムが行われます。
　第１部は西東克介氏（弘前学院大学教授、
弘前市情報公開・個人情報保護審査会委員）
から「情報公開・集団主義文化」とのテーマ
で記念講演をしていただきます。
　第２部は、各地から情報公開にかかる事例
報告を行う予定です。

　第３部は、「政務活動（調査）費人件費受
取人名は「個人情報」でよいのか！？」との
タイトルで、政務活動費における人件費が議
員の親族等に支払われているという実態があ
ることから、領収書の受取人名を「個人情報」
として非開示とすることの問題について事例
報告を通して検討します。
　第４部では、弘前の葛西聡弁護士から
２０１４年度青森県政務活動費訴訟の報告を
いただきます。
　２日目（６月１７日）は、各地のオンブズ
マンから活動報告がなされます。
　皆様是非とも奮ってご参加ください！

（2017.12.19 ～ 2018.6.15）

2017.
12.	 19	 オンブズマン 12 月例会・忘年会
	 27	 地下鉄東西線意見陳述

2018.
1.	 16	 県議会広報費・NS 問題打合せ
	 22	 オンブズマン 1月例会
2．	 6	 タイアップ例会
	 8	 市議会政務調査費（23.9 ～ 24.3）控訴審判決
	 20	 オンブズマン 2月例会
	 27	 地下鉄東西線提訴
3．	 2	 斎藤範夫議員事務所費問題監査請求
	 19	 市議会政務調査費（23.4 ～ 8）控訴審公判
	 20	 オンブズマン 3月例会

	 22	 斎藤範夫議員事務所費問題意見陳述
	 29	 共同通信情報公開問題取材
4.	 3	 タイアップ例会
	 12	 共同通信情報公開問題取材
	 13	 オンブズマン 4月例会
	 17	 県議会情報公開訴訟公判
	 25	 自民党県民会議パソコン購入問題公判
5.	 11	 オンブズマン 5月例会
	 29	 会報「オンブズマン」No48 編集打合せ
6.	 5	 タイアップ例会
	  7	 オンブズマン 6月例会
	  8	 会報「オンブズマン」No48 編集打合せ
	 12	 地下鉄東西線公判
	 15	 会報「オンブズマン」No48 発行

すので、仙台の活動も紹介させていただく予
定です。
　新潟市民オンブズマンは、北海道・東北オ
ンブズマンネットワークのメンバーであり、
近県での開催となりましたので、ご関心のあ

る方は是非ご参加下さい。
　オンブズマンのメンバーも参加し、会報や
ホームページでご報告させていただきたいと
考えております。
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　連休から梅雨に入るまでの仙台の市街地を流れる広瀬川は実に情趣豊
かです。今回はそんな広瀬川の岸辺を詠んだ回文短歌。
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　今年も支援企画の準備をすすめています。正
確には「オンブズマン結成25周年＆支援企画20
回目の合同記念企画」です。３部構成で、記念
企画をより楽しく思い出残るものにしようと準備
をはじめています
　８月にはいつものように協力のお願いをさせて
いただきます。以前にも増してお付き合い下さい。
　同封のタイアップ会報「竜の目」には、これま
での企画一覧を掲載してみました。懐かしいス
テージを思い出してみて下さい。
　支援企画への最多出演は、六華亭遊花（川
野目亭南天）さんの６回。初期の頃はコントのザ
･ニュースペーパー、仙台からブレイクしニュー
ヨークでも頂を極めたタップダンサーの熊谷和徳
氏も。出演者はできるだけ地元からと心がけてき
たので、プロ・アマ問わず、幅広いジャンルの
方に声をかけ出演してもらいました。
　司会は１回目からずーっと自治研の吉田旺弘さ
んです。いつも落ち着き張りのある声で登場し、
優しい眼差しで出演者の人柄を引き出すインタ
ビューも玄人はだし。出演者と息もぴったりで、
支援企画になくてはならない存在です。

⑴　加入資格：仙台市民オンブズマンの活動の趣旨に賛
同し､ 支援する意志のある個人｡ 

⑵　会　　費：年10,000円・賛助会員年3,000円
　　　　　　　但し､ 協賛金については､ 自由に受け付

け､ 緊急時の支援費用に充当する｡ 
⑶　活動内容：年２回の会報の発行｡ 臨時の会報は必要

に応じて随時発行する｡ 
市民の為の公開講座などを開催する｡ 
その他の事業の企画､ 実施｡ 

⑷　総　　会：年１回とし､ オンブズマンの総会に準じ
て開催する｡ 

⑸　役　　員：会　長　１名､ 　副 会 長　若干名
　　　　　　　会　計　１名､ 　会計監事　　２名
⑹　役 員 会：必要に応じて開催する｡ 
⑺　事 務 局：事務局の所在地は当面､青葉区中央4-3-
　　　　　　　28 朝市ビル4階とする｡ 
⑻　会計について：年会費からの支援金および協賛金か

らの特別拠出金については、役員会にお
いて決定の上、支出する。 以上の拠出金、
特別拠出金の会計処理内容については、
総会の際にオンブズマン事務局より報告
を受けるものとする｡ 

仙台市民オンブズマン　タイアップグループ会則

山　田　忠　行

タイアップ会長あいさつ

仙台市民オンブズマン・タイアップグループ会長

七十七銀行本店 (普通)　　　　  ６５３００１０
郵 便 局 振 込        ０２２９０－６－８０５０
　　仙台市民オンブズマン･タイアップグループ

会

　費

納
入
先

■今期の会費が未納の方、お手数でも払い込み下
さい。（振込用紙同封しました）。会員拡大は
タイアップ活動のエネルギーの源です。会員・
賛助会員それぞれ紹介チラシもありますのでご
請求下さい。

会員のご紹介と会費納入のお願い

　タイアップグループは、偶数月の第１火曜日に例会をおこ
なっています。
　その時々の「オンブズマン」活動の解説を聞いたり、懇親
を深めたりとあっという間に時間が過ぎてしまいます。朝市ビ
ル４階の事務局で18:30からです。ぜひお誘いあわせてご
参加ください。

【タイアップグループ例会のご案内】

仙台市民オンブズマンと
　　　タイアップグループの

▶懇親会　18:30～（会費5,000円）
※今年の総会も平日の開催です。
※どちらの総会も参加できますので、ぜひご都合を
つけて参加してください。
※懇親会は、会費制です。同封のハガキで出欠を
お知らせください。

※懇親会用のお飲み物などの差し入れをお待ちして
います。

総会と懇親会のご案内総会と懇親会のご案内総会と懇親会のご案内

ホテル白萩

オンブズマン総会 16:00～
タイアップグループ総会 17:45～

７月20日（金）日時

会場

7月に総会があるため、
次回例会は9月4日㈫、10月2日㈫です。

タイアップグループの
会員を増やしましょう

　いま、タイアップ会員を増やす取り組みを
おこなっています。
　7月20日の総会までに、ご友人、ご家族、
依頼者や取引先など、お知り合いに声を掛け、
まず１人お誘いいただけないでしょうか。宜し
くお願いします。

　こうして毎回、楽しみながらオンブズマンの活
動を応援し続けてきた支援企画。どのように進
化しつづけるか、ご期待下さい。


